
 

平成 28 年 7 月 29 日 

  内閣府（防災担当） 

 

平成28年度 大規模地震時医療活動訓練の開催について 

 

１ 訓練の趣旨 

南海トラフの地震を想定し、南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する

計画（平成 27 年 3 月策定）等に基づく大規模地震時医療活動に関する総合的な実動訓

練を実施して、当該活動に係る組織体制の機能と実効性に関する検証を行うとともに、

防災関係機関相互の協力の円滑化を図る。 

 

２ 訓練の概要（別紙参照） 

 

実施日 平成 28 年 8 月 6 日（土）8:00～18:00 

訓練想定 

南海トラフ地震により、山梨県、静岡県、愛知県、三重県に

甚大な被害発生を想定 

 震 源 地：和歌山県南方沖 

 地震規模：マグニチュード 9.1 

 最大震度：山 梨 県：6強 

      静 岡 県：7 

      愛 知 県：7 

      三 重 県：7 

参加機関 

内閣官房、内閣府、警察庁、消防庁、厚生労働省（ＤＭＡＴ

事務局含む）、国土交通省、海上保安庁、防衛省、国立研究開

発法人宇宙航空研究開発機構、中日本高速道路株式会社、 

岩手県、東京都、山梨県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、

愛媛県 

訓練場所 

＜航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）等＞ 

小瀬スポーツ公園、静岡空港、浜松基地、名古屋飛行場、 

いなべ総合病院 

＜域外搬送拠点＞ 

花巻空港、東京国際空港、岐阜基地、松山空港 

 



３ 取材について 

（１）航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）等である小瀬スポーツ公園、静岡空港、

浜松基地、名古屋飛行場、いなべ総合病院、並びに域外搬送拠点では花巻空港、

東京国際空港、岐阜基地、松山空港での取材は可能です。 

（２）上記各拠点における取材については、原則として入場登録等が必要です。つき

ましては、その事前手続や取材の詳細については、訓練参加都県担当課にお問

い合わせ下さい。また、取材については、訓練の妨げにならないよう、現地担

当者の指示に従って下さい。 

 

＜問合せ先＞ 

内閣府（防災担当） 

・災害緊急事態対処担当 参事官補佐 三 瀬 

TEL 03-3502-6047(直通) 

・地方・訓練担当 参事官補佐 吉 岡  

TEL 03-3503-9394(直通) 

 

訓練参加都県担当課 

・岩手県保健福祉部地域医療推進課 課長 高 橋  

TEL 019-629-5416 

・東京都福祉保健局医療政策部災害医療担当  

TEL 03-5320-4445  

・山梨県福祉保健部医務課  課長補佐 土 橋、主任 土 屋

TEL 055-223-1483 

・岐阜県健康福祉部医療整備課 課長補佐兼係長 浦 崎  

TEL 058-272-8267 

・静岡県健康福祉部地域医療課    TEL 054-221-2402 

 

・愛知県健康福祉部保健医療局医務国保課 課長補佐 越 山 

                     TEL 052-954-6628 

・三重県健康福祉部医療対策局地域医療推進課 

課  長     小 倉 

課長補佐兼班長 世 古 

TEL 059-224-3370 

・愛媛県保健福祉部社会福祉医療局医療対策課 主任 烏 谷 

                   TEL 089-912-2384 

 

   

 



平成28年度大規模地震時医療活動（広域医療搬送計画）

患者搬送の流れ
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平成28年度大規模地震時医療活動（DMAT参集計画）

ＤＭＡＴの流れ
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